
本明川流域減災対策協議会では、社会全体で洪水氾濫に備える「水防災意識社会」を再構築するため、河川
管理者、気象台、県、市等が連携・協力して本明川流域における洪水氾濫による被害を軽減するためのハー
ド・ソフト対策を総合的かつ一体的に推進しているところです。

第７回協議会では、 令和４年２月に策定した「本明川の減災に係る取組方針」について、今年度の取組状
況を確認し、関係機関と情報共有を行いました。

・日 時 ： 令和５年２月１７日（金）
・会 場 ： 諫早市役所、Web方式併用
・出席者 ： 諫早市、長崎県、長崎地方気象台、

長崎河川国道事務所

「第７回 本明川流域減災対策協議会」 開催

１．概要 ２．議事内容

①規約の改正について
②本明川流域減災対策協議会の取組方針について
③今年度の実施状況について
④情報提供（ワンコイン浸水センサの実証実験について、
洪水に関する危険度情報の一体的発信について）

会議風景

３．要旨

・「本明川の減災に係る取組方針」に基づく各機関における

今年度の取組状況について確認を行った。
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